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アリーナ・イブラギモヴァ
Alina lbragimova,Violin  (ヴァイオリン)

ロシア生まれ。1997年からメニューイン音楽学校、その後ロンドン

王立音楽院で研鑽を積む。

1998年 、パリで開催されたユネスコ人権宣言50周年のオープニング・

セレモニーで、メニューイン指揮の下、ニコラ・ベネディッテイと
バッハの「2つ のヴァイオリンのための協奏曲Jを 共演。その数力月後、

ウェストミンスター寺院のメニューインの葬儀で同じ協奏曲の

緩徐楽章を演奏した。

いくつかの国際コンクールに入賞の後、2002年 にソロ活動を開始、

この年にロンドン交響楽団音楽奨学金『シェル賞』を受賞する。

これまでに、ナターシヤ。ボヤルスキ、ゴルダン・ニコリッチ、クリスチャン・

テツラフ、エイドリアン・バターフィールド等に師事。

BBCラ ジオ3の新進音楽家育成プログラムのアーテイストに選出

され、バーミンガム市響、フランクフルト放送響、ウイーン室内管弦

楽団と協奏曲を共演。さらにザルツブルク音楽祭とヴェルビエ音楽祭

で室内楽コンサートを、パリのルーヴル美術館でソロ・リサイタル

を行う。またNHK「クラシック倶楽部」とBBCラ ジオ3の「バッハ

クリスマス・フェスティヴァルJにも出演する。

2007年 ウィグモアホールにデビュー、またフランシス=グザヴイエ・

ロート指揮ロンドン交響楽団の共演でBBCプロムスにデビュー。

2008年 、若い優秀な演奏家に与えられるボルレッテイ=ブイトーニ・

アワード受賞。2009年 、クラシック・ブリット・アワードのヤング・

ブリテイッシュ・クラシカル・パフォーマー賞受賞。2011年、ロイヤル・

フィルハーモニ協会のヤング・アーティスト・アワード受賞。

ゲオルグ・フォン・オペルから貸与されたピエトロ・グァルネリ製作

(1738年 )の楽器を使用。

セドリック・テイベルギアン
Cёdric Tiberghien,Piano (ピアノ )

パリ国立高等音楽院でフレデリック・アゲシーとジェラール・フレミーに師事し、1992年 、

わずか17歳でプルミエ・プリを受賞。その後、複数の国際コンクール(ブレーメン、ダブリン、

テル・アヴィヴ、ジュネーブ、ミラノ)で入賞。また、1998年 のロン=ティボー国際コンクール

では、優勝と聴衆賞、オーケストラ賞を含む5つ の特別賞を受賞。これにより、彼の

国際的なキャリアがスタート。7回 の日本公演やヨーロッパ全土での披露公演等、

世界中で150回 を超える公演を行った。

60曲を超える協奏曲のレパートリーを持ち、世界の一流オーケストラと共演を重ねている。

室内楽にも熱心に取り組んでおり、特に、アリーナ・イブラギモヴァ(vn)、 ソフー・カルト

ホイザー(S)、 ピーター・ウイスペルウェイ(vC)と は定期的にパートナーを組んでいる。

室内楽に対する情熱は彼のCDに顕著に表れており、最近では、アリーナ・イブラギモヴァ

とのラヴェル/ルクー「ヴァイオリンとピアノのための作品集」(ハ イベリオン)、 シマノフスキ

「ヴァイオリンとピアノのための作品全集」(ハ イベリオン)、 ベートーヴェン「ヴァイオリン・

ソナタ全曲集」(ウィグモアホール、ライヴ録音)がある。

最新CDはフランソワ=グザヴイエ。ロート指揮リエージュ・フィルとの「フランク:交響的変奏

曲、交響詩《鬼神》J。 その他、ビエロフラーヴェク指揮BBC交響楽団との「ブラームス:

ビアノ協奏曲第1番 Jや 、6枚のソロ作品集がハルモニア・ムンディからリリースされている。
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